
愛媛県内の福祉用具活用の実態調査
～Webアンケート結果～



急性期病院・回復期病院・療養型病院・身体障害者施設、
高齢者施設・訪問看護等の分野別にアンケートを実施。

テーマ：福祉用具活用の実態調査
（愛媛県作業療法士会 福祉用具対策部門より協力あり）

期間：２０２１年２月２２月～２０２１年３月２２日

実施方法：アンケート形式（Web形式）

回答率：２８％（２４６施設中７０施設）



【所属施設】
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【病院の種類】
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【施設の種類】
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【訪問事業所、関わっている対象者】



〇病院

〇介護保険関連施設

〇看護訪問事業所

全体の結果と各施設の比較



【全体】



【各施設】



固定式リフト

ティルトリクライニング型車椅子

【全体】



【各施設】





















【全体】



スタンディング車椅子 前腕支持型歩行車（２） 車椅子クッション 介護ロボット L字バー
BFO型上肢装具（MOMO等） ティルトリクライング車椅子（２） スタンディングリフト 電動車いす
トイレ用置き型手すり（３） リフト（６） スライディンググローブ モジュール車椅子
コミュニケーション機器 スロープ 環境制御装置 足漕ぎ車椅子 座圧センサー

現場（事業所）にない福祉用具で、あればいいなと思う福祉用具

【病院】

【介護保険関連施設】

スライディングシート（２） ボタンエイド リフト（５） ポジショニングクッション（２） スリングシート
自動体位変換機 トイレ用手すり（２） スライディングボード（２） ティルトリクライニング車椅子
入浴用手すり

【訪問看護事業所】

抑速ブレーキ式歩行器 車椅子クッション（３） 自助具 呼び出しベル

＊（ ）内は複数意見



【全体】



【全体】

適合する時にポイントが分からない

対象者の受け入れ



【全体】

身体機能の代償が図れるか

対象者によってポイントが異なる



病院 介護保険関連施設 訪問看護事業所

１位 身体状況・生活の状況 生活の状況・家屋環境 家族の介助量

２位 家屋環境 家族の介助量 生活の状況

３位 家族の介助量 値段 家屋環境

【各施設】



【全体】

他職種と調整



【各施設】



【全体】









〇福祉用具が手軽に体験できる仕組みがほしい。

〇福祉機器店などでは利用できるが、それ以外で実際の患者や利用者に試用できる機会がほとんどない。

〇当施設では、一定の福祉用具を福祉用具事業所とレンタルできる仕組みを運用している。しかし、スタッフ自身に選択でき
る知識や余裕がないことと、対象者に合った福祉用具がレンタル商品リストにないことなどで、活用されていない現状。
セラピスト自身が福祉用具への理解が少ないことが、活用できずいる現状も見受けられる。

〇患者様により良い福祉用具を提案できるように、新しく工夫された福祉用具を早く知っておきたい。

〇福祉用具に対する研修などが有れば、若手のスタッフも勉強になる

〇福祉用具は金額が高いので施設購入に踏み切るのに中々時間がかかる。また、デモ機も大体1〜2週間で返却なため、
感覚が不安定なまま終わるのでもう少し業者とのやりとりを深くしていきたい。

〇県士会でも特殊な福祉用具のリース制度があればよいと思います。

その他、ご意見


